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防
空
緑
地
計
画
か
ら
総
合
公
園
へ

清
水
に
拡
大
す
る
緑
地
松
原
地
区

　
松
原
市
民
の
オ
ア
シ
ス
の
一
つ
に
、
府
営

大お
お

泉い
ず
み

緑り
ょ
く

地ち

が
あ
り
ま
す
。
大
泉
池
、
中
央

花
壇
、
大
芝
生
広
場
を
中
心
に
約
二
三
〇
種
、

三
十
五
万
本
も
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
た
自
然

あ
ふ
れ
る
一
〇
一
、五
ha
の
一
大
緑
地
で
す
。
松

原
市
の
観
光
親
善
大
使
に
な
っ
て
い
る
地
元

出
身
バ
ン
ド
の
フ
ラ
ン
プ
ー
ル
初
の
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
も
大
泉
緑
地
で
二
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た（
平
成
二
十
七
年
八
月
）。

　
一
般
的
に
は
、
総
合
公
園
は
堺
市
北
区
金

岡
町
や
松
原
市
域
に
隣
接
す
る
南
花
田
町
・

中
村
町
に
ま
た
が
る
広
大
な
敷
地
で
す
。
し

か
し
、
飛
地
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
松
原
市

域
に
も
大
泉
緑
地
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、

市
民
の
方
も
あ
ま
り
ご
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
。

布
忍
小
学
校
の
南
西
側
、
阪
南
中
央
病
院
の

西
側
の
公
園（
南
新
町
四
丁
目
）が
大
泉
緑
地

松
原
地
区
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
府
道
堺
大

和
高
田
線
と
、
大
阪
狭
山
線
で
区
切
ら
れ
て

い
ま
す
。
新
町
南
公
園（
南
新
町
三
丁
目
、「
歴

史
ウ
ォ
ー
ク
」246
）の
西
北
側
に
あ
た
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
大
泉
緑
地
の
造
成
は
、
昭

和
十
六
年（
一
九
四
一
）
十
二
月
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
大
阪
府
が
無
秩
序
に
自
然
が

破
壊
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
府
域
を

区
切
っ
て
都
市
部
を
取
り
囲
む
よ
う
に
二

重
の
環
状
緑
地
帯
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
大
泉
緑
地
で
す
。
同
時
に
服は

っ
と
り部

緑
地（
豊
中
市
）、
鶴つ

る
見み

緑
地（
大
阪
市
鶴
見

区
・
守
口
市
）、
久

き
ゅ
う

宝ほ
う

寺じ

緑
地（
八
尾
市
）も

整
備
さ
れ
、
今
で
は
大
阪
府
の「
四
大
緑
地
」

と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
都
市
化
の
拡
大
を
防
ぐ
緑
地
計
画
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
大
泉
緑
地
で
し
た
が
、
ま

も
な
く
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
激
化
に
伴
い
、

緑
地
計
画
が
大
阪
防
空
緑
地
計
画
に
変
わ
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）、

緑
地
は
空
襲
時
の
避
難
地
、
あ
る
い
は
延
焼

防
止
帯
と
し
て
の
役
目
を
担
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
敵
機
を
撃
退
す
る
た
め

の
高こ

う
し
ゃ射
砲ほ
う
や
兵
舎
な
ど
の
軍
事
施
設
も
建
設

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
軍
国
化
し
た
役
割
を
持
た
さ
れ

た
大
泉
緑
地
が
そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
は
、

戦
後
の
昭
和
二
十
一
年（
一
九
四
六
）
の
こ
と

で
し
た
。
い
っ
た
ん
農
地
解
放
で
元
の
所
有
者

に
返
還
さ
れ
た
土
地
は
、
再
び
大
阪
府
が
買

収
し
ま
し
た
。
府
は
そ
の
後
、
昭
和
四
十
四

年（
一
九
六
九
）四
月
、「
都
市
の
中
の
森
林
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
現
在
の
よ
う

な
都
市
公
園
と
し
て
の
本
格
的
な
整
備
を
始

め
、
順
次
開
設
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
松
原
地
区
の
開
設
は
い
つ

か
ら
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
大
泉
緑

地
管
理
事
務
所
で
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
初
、緑
地
は
堺
市
域
だ
け
で
し
た
が
、

昭
和
五
十
二
年（
一
九
七
七
）
七
月
、
緑
地

整
備
事
業
は
、
堺
だ
け
で
は
な
く
、
市
域

河
合
に
接
す
る
南
限
の
北き

た
八や

下し
も

小
学
校（
堺

市
北
区
中
村
町
）
沿
い
の
府
道
大
阪
狭
山
線

西
側
か
ら
北
側
の
堺
大
和
高
田
線
ま
で
を
緑

地
化
す
る
計
画
を
た
て
た
の
で
し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
五
十
五
年（
一
九

八
〇
）
八
月
、
ま
ず
現
公
園
化
さ
れ
て
い
る

南
新
町
四
丁
目
の
松
原
地
区
の
整
備
に
着
手

し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
翌
五
十
六
年
四
月

一
日
、
木
々
に
お
お
わ
れ
た
松
原
地
区
緑
地

を
含
む
八
〇
ha
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
児
童
遊
具
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
五
十
七
年
二
月
お
よ
び
平
成
十
年

（
一
九
九
八
）三
月
、
児
童
遊
戯
場
や
遊
具
が

一
部
改
修
さ
れ
、
よ
り
整
備
が
加
速
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
平
成
十
一
年（
一
九
九
九
）

三
月
、
こ
れ
ま
で
緑
地
だ
け
で
あ
っ
た
同
地

南
側
に
松
原
地
区
広
場
が
完
成
し
、
多
く
の

人
々
が
球
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
二
面
あ

り
、
自
由
広
場
⑴
⑵
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
地
は
、布
忍
地
区
が
昭
和
四
十
八
年（
一
九

七
三
）に
新
町
地
区（
南
新
町
・
北
新
町
・
東

新
町
）と
住
居
表
示
の
町
名
が
変
更
さ
れ
る
ま

で
、
清し

水み
ず
町
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
古
く
か

ら
の
集
落
は
、
北
側
の
長
尾
街
道
沿
い
に
建
っ

て
お
り
、
公
園
あ
た
り
は
南
清
水
と
よ
ば
れ
、

た
め
池
や
田
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
緑
地
自
由
広
場
に
接
し
て
新
池

が
水
を
た
た
え
て
い
ま
す
。
一
、一
ha
の
池

敷
面
積
を
持
っ
て
お
り
、
清
水
地
域
の
田

畑
に
水
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
府
は
、
将

来
的
に
は
新
池
周
辺
を
含
め
て
現
開
設
公

園
ま
で
大
泉
緑
地
を
つ
な
げ
る
予
定
で
す
。

　
拡
大
化
の
具
体
化
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、

府
は
緑
地
を
広
域
避
難
地
や
後
方
支
援
活

動
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
堺
・
松

原
市
に
ま
た
が
る
新
大
泉
緑
地
を
誕
生
さ

せ
る
方
向
で
計
画
が
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

大泉緑地のあゆみ 西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲阪南中央病院屋上から見た大泉緑地
手前が松原地区。田畑や新池（左中央）をはさんで
後方に大泉緑地が広がる。
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▲新池（南新町4丁目）から見た
大泉緑地松原地区（中央の樹木）


